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市営住宅柏陽・恵央団地建替基本計画の進捗状況について 

１ これまでの経緯 

平成３０年３月 市営住宅柏陽・恵央団地建替基本構想 策定 

  令和元年 5月 市営住宅柏陽・恵央団地建替基本計画 策定 

１２月 アドバイザリー業務実施見送り（議会報告） 

  令和２年 ６月 民間賃貸住宅の既存借上型市営住宅可能性調査（議会報告） 

      １０月 土地利用再編の枠組みは変えず１棟先行建設を進める（議会報告） 

  令和３年 ７月 既存民間賃貸住宅を移転先とする入居者意向調査の開始 

 

２ 建替基本計画の構成 

 令和元年 5月に策定した建替基本計画の構成は次のとおり。 

Ⅰ 土地現況調査編 

１．地区及び団地の現況 

２．住民意向調査 

柏陽団地入居者意向調査と地区懇談会 

３．民間活力導入の可能性 

サウンディング型市場調査と企業ヒアリング調査 

４．現況調査から見た課題 

Ⅱ 土地利用再編計画・事業計画編 

 １．基本的な考え方 

まちづくりの基本コンセプトとイメージ 

２．土地利用方針 

土地利用のゾーニング図と都市計画に係る基本方針 

３．公営住宅整備の基本的な考え方 

住み替え先の想定と住戸戸数の設定 

４．公共施設の集約に関する基本的な考え方 

公民複合機能施設の基本方針と構成（案） 

５．ＰＰＰ／ＰＦＩの活用方針 

民間活力導入の範囲と想定する事業区分 

６．スケジュール（案） 

市営住宅建替を分割建設と一括建設とした場合のスケジュール 

７．ＶＦＭ算定 

市営住宅建替事業と公民複合機能施設のＶＦＭ 

８．事業実施に向けた課題 
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３ 建替事業の現状と課題 

建替基本計画策定時から変わった項目は次のとおり。 

Ⅱ．土地利用再編計画・事業計画編 

３  公営住宅整備の基本的な考え方  （本編４１P） 

 建替基本計画では、入居者アンケートに基づいて住み替え先の住戸数を想定

している。これまで他団地への移転や退去、意向の変更により、策定時と現時点

での住戸数設定の世帯数をまとめたものは次による。 

住み替え先想定 
住戸数の設定（世帯） 

策定時 
（Ｒ1.5） 

現時点 
（Ｒ3.9） 

①新築恵央団地 140 102 

②柏陽借上げ 48 13 

③他 団 地 54 ３９ 

小計（①～③） 242 154 

④市 住 以 外 3 8 

合計（①～⑤） 245 16２ 

※Ｒ3.4 に確認した移転意向に対するＲ3.9 現在の入居世帯数 

５ ＰＰＰ／ＰＦＩの活用方針  （本編４９P） 

建替基本計画に基づき、建替事業を一体で整備するとして令和元年度から予

定していたアドバイザリー業務の実施を見送った。事業を少しでも進めるため

に 1棟先行建設として恵央団地 6号棟の実施設計を現在実施中。 

6 スケジュール（案）  （本編５２P） 

建替基本計画で作成したスケジュール案①のとおり実施しているものは、市

営住宅の 1棟目建替（恵央団地 6号棟）の着工と他団地への移転である。 

  

建替事業を進めるためには、既存入居者の移転が重要であるが、移転の受け入れ

先となる市営住宅の整備手法や既存民間賃貸住宅の活用などが明確になっていな

いことが、事業が滞っている要因であり、建替事業を進めるために解決しなければ

ならない課題となっている。 

 

４ 今後の取組み 

 既存入居者の移転先を検討するための取組みは次のとおり。 

・既存民間賃貸住宅を活用した借上型市営住宅への移転意向調査（継続実施中） 

・既存民間賃貸住宅事業者へのヒアリングの実施 

・調査、ヒアリングの結果を踏まえた移転先の検討 

・６号棟移転に伴う既存入居者への説明会の開催 

 これらを踏まえ、今年度中に本事業を進めるための方針を決定し、事業を進める。 


